























Embracement of Ishigando (Stone Monuments) in the Amami Islands
―Focusing on Kikaijima, Amami Oshima, and Tokunoshima―
Abstract：The Amami Islands are situated in a unique location between mainland Japan’s 
Kagoshima Prefecture and Okinawa Island. The Amami archipelago, ruled by the Ryukyu 
Kingdom during the 15th century, was annexed by the Satsuma clan after Ryukyu was invaded 
in 1609 by Satsuma’s Lord Shimazu. Since the era of the Bakuhan system through to present 
day, the Amami Islands have remained part of Kagoshima Prefecture, except for the brief period 
of U.S. occupation. Created as a result of Haihanchiken, or the government policy to abolish the 
clans and to establish prefectures, Kagoshima Prefecture is essentially an extension of the 
Satsuma domain.
There are numerous studies on Ishigando, or stone monuments, located in Kagoshima and 
Okinawa, but papers discussing how Ishigando were embraced in Amami are sparse in number. 
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In most cases they are done as part of larger studies on Kagoshima’s Ishigando.
Two theories exist as to the origins of Amami’s Ishigando: One theory states they were brought 
to the islands from Ryukyu, while the other believes their origin lies in Satsuma. The generally 
accepted view of the Ryukyu origin theory holds that the tradition began in the Okinawa area 
and gradually migrated northward. This view is supported by the fact that, while no Ishigando 
of ancient days have been identified in Amami, mainland Kagoshima has one that was built in 
1739, as does Kumeshima that dates back to 1733. On the other hand, the Satsuma origin theory 
focuses on the uneven distribution of Ishigando among the Amami islands, with the northern 
part of the archipelago having many and the southern islands, namely Okinoerabujima and 
Yoronjima, having few. This distribution, the theory postulates, along with the fact that Amami’s 
Ishigando are engraved with Kuji crests unique to the island, suggests that the tradition was 
brought to Amami after it came under the rule of the Satsuma clan. It is impossible to 
determine which theory is correct.
This paper discusses the arrival and acceptance of Ishigando in the Amami Islands, namely 
















































市笠利町や龍郷町を選定している。徳之島の面積は 247.77㎢であり、奄美諸島にある 2 番目に大き
な島である。徳之島は、奄美諸島では最大の耕地面積を有している。島内には徳之島町、伊仙町や天


























































































みならず、その家には 4 基もあった（写真 7 ～ 10）！ 4 基のサイズは大体同じく、縦幅 50㎝・横幅
20㎝ほどである。詳しく聞くと、4 基とも東一美さんの父親（故人）がつくった物であることが分かっ





































































集落がある。小玉の調査データによると、龍郷町には 8 基の「石敢當」、3 基の「石散當」、1 基の「石
散塔」や 1 基の「石散」、総計 13 基の石敢當があった［小玉　2004：165］。高橋は『龍郷町誌　民俗』
や久永元利の『石敢當探訪　第二集』にある石敢當のデータを参照し、彼の調査結果を加えて、龍郷
町に現存・既に消失してしまった石敢當の数は 31 基であったと結論づけている［高橋　2012：275］。






























































小玉の調査データでは、2004 年の徳之島町には 12 基、天城町には 6 基、伊仙町には 63 基の石敢
當があった［小玉　2004：166］。一方、高橋が 2008 年に行った調査の結果、徳之島には 19 基、天


























もう 1 基は曲がり角にある、富岡家の石垣の外に立っている（写真 21）。石敢當はコンクリート製で、






































ントで「石敢當」の文字を浮き立たせている（写真 25）。凹みのサイズは縦幅 30㎝・横幅 10㎝ほど
である。もう 1 基は丁字路の突き当たりにある、正門の横の壁にある（写真 26）。石敢當の材質はセ
メントで、壁から出っ張っている。その表面に凹みができ、中には「石敢當」と書かれている。サイ








長方形の板で、サイズは縦幅 26㎝・横幅 8㎝ほどである。車両がぶつかってこないように、昭和 62









もう 1 基は曲がり角にある、富岡家の石垣の外に立っている（写真 21）。石敢當はコンクリート製で、




































































































喜界島 56.93 280 全ての集落にあり、密度が奄美諸島で最も高い。






































137 基は「石敢當」、11 基は「石敢当」、16 基は「石散







である。龍郷町には総計 13 基、8 基は「石敢當」、3
基は「石散當」、1 基は「石散塔」、1 基は「石散」で
ある。名瀬市には総計 29 基、24 基は「石敢當」、2 基
は「石敢当」、2 基は「石散當」、1 基は「石散堂」で
ある。住用村にある 2基はいずれも「石敢當」である。












伊仙町には 63 基、8基は「石敢當」、18 基は「石散當」、
26 基は「石當散」、5 基は「散石當」、2 基は「當散」、
1基は「石散」、3基は「石當」である。











































































その資料と自分のデータを参照すると、伊仙集落には「石敢当」1 基、「石敢當」3 基、「石當散」1 基、
合計 5 基の石敢當がある。犬田布集落には「石敢當」9 基、「泰山石敢當」2 基、「石散當」1 基、合
計 12 基の石敢當がある。犬田布集落の場合は、石敢當の写真も添付してある。9 基の石敢當の中、2




































































































































徳之島の浅間集落には、刻字が赤色の中国風の石敢當が 1 基ある（写真 32）。石碑がある家の人に
直接確認できなかったが、旧薩摩領や沖縄からの伝来は考えられない。犬田布集落にある 2 基の泰山






























（2）咸淳とは、中国南宋時代の皇帝である宋度宗が、1265 ‐ 1274 年間の治世に使用した元号のことである。
（3）ヒンプンとは、門と母屋の間に設ける塀のことであり、中国の屏風門に由来する。魔除けの役割を持ち、沖
縄の古民家によく見られる。
（4）国学とは、1798 年に尚温王の命によって創立された琉球王国の最高学府である。教授者は講義を担当する
講談師匠・清の公用語である官話を担当する官話師匠・門閥子弟を主に担当する按司師匠に分かれ、いずれも
官生として優秀な成績を修めた者から選ばれて、任期は 3 年とされていた。
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